
善監委告示第５号 

 

令和２年１１月９日付け善監委第３８号で提出した令和２年度定期監査（前期分）の結果に

関する報告に対し，市長から措置を講じた旨の通知があったので，地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第１９９条第１４項の規定に基づき公表します。 

 

 

令和２年１２月１４日 
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令和２年度定期監査（前期分） 

監査指摘事項の取組について 

 

個別指摘事項 

 

【環境課指摘事項】 

 ごみ収集等の契約について 

ごみ収集等は，現在，香川県シルバー人材センターの派遣社員４９人により業

務が行われている。これらの仕事は，今年度，請負業務から派遣業務に変更にな

った。 しかし，これらの業務形態が適しているかには一考を要するものがある。

その理由は，今年度，派遣業務に変更となっても事故が減っていない。今後，こ

れらのことを勘案し，適正な業務形態の在り方について検討されたい。 

 

【検討結果】 

 家庭ごみ収集運搬等業務は、現在、環境課職員の管理監督のもと、シルバー人材

センターからの派遣業務として、収集運搬業務のほか工場棟内の作業を行っており

ますが、ご指摘のとおり今年度においても車両事故等の問題が生じている。 

 そこで、これらの問題の解決や災害時への対応等、市民の安心・安全のためのご

み収集業務体制を構築するため、高度な運転技術や的確な収集業務等を具備するよ

うに環境を整備し、将来的には専門業者への委託等の民間活力の導入をも視野にい

れた適正な業務形態の在り方を検討している。 

 

 

【教育総務課指摘事項】 

① 小学校の土地賃貸借契約の更新について 

   昨年の定期監査において指摘した小学校施設の土地賃貸借契約について，一

部の土地は新しく契約を締結されているが，その他の契約は，契約の見直しを

せずに， 自動更新されている。早急に，相手方と協議し，新たな賃貸借契約

を締結されたい。 

 ② 学力向上の取組みについて 

令和元年度の全国学力調査（国語）は，香川県小学６年生の平均回答率が  

６５％（全国平均６３.８％）であり，平成３０年度の６３.５％（全国平均   

６３％）より１．５ポイント高く全国１７位である。しかし，本市６年生の成

績は，全国平均より若干低く，県学習状況調査（国語）においても同様となっ

ている。このことを踏まえ，市教育委員会は，以前から市独自の予算により小

学生基礎学力定着事業に着手し，国語の学力向上を目指しているほかに，パワ

ーアップ事業及び土曜日充実事業等を取り入れているが，県内の小学校と差が

あることは，これら事業間の連携を検証することができていないと考えられる。



市教育委員会は，今後も，「各事業間の連携が図られているのか」をさらに小

学校側に指導されたい。また，保護者の方々には，共に，児童の学力が伸びる

環境作りに協力いただくよう働きかけをされたい。 

 

【検討結果】 

① 土地賃貸契約書に自動更新条項の入っているものについては，出来るだけ早

期に相手方と協議し，新たに賃貸借契約を締結する。 

② 学力向上に関しては、各校とも力を入れて取り組んでおり、校長裁量予算で

あるパワーアップ事業や土曜日充実事業を活用して、先生方にも尽力いただい

ているところであるが、なかなか数値に現れないのが実情である。 

   教育委員会としても、平成２８年度から小学生基礎学力定着事業を開始し、

標準学力検査を実施して学習指導に活かしてきたが、今回、これを見直すこと

とし、令和２年度は、百マス計算や徹底反復学習などで知られる「蔭山メソッ

ド」を２校で試験的に導入した。令和３年度からは、これを全校で実施して学

力向上に繋げたいと考えている。 

   さらに、ICT を活用し、岡山大学と連携して、ビッグデータを活用したマイ

クロステップスタディ事業を実施しするなど新たな取り組みも開始したほか、

１人１台のタブレットパソコンや電子黒板の整備により、これらを活用して、

より分かりやすい授業の実施にも取り組んでいるところである。 

   また、家庭学習については、各校において保護者の方への啓発を行っている

ところであるが、今後も家庭学習の大切さなどについて丁寧に伝え、取り組ん

でいただけるようにしていきたい。 

 

【生涯学習課指摘事項】 

① 公民館の清掃業務請負契約について 

８公民館は，市の会計年度任用職員１人と清掃業務等に携わる仲善広域シル

バー人材センター会員１人で管理運営されている。一方，公民館業務は，コミ

ュニテイー業務が加わり多様化している。現在の清掃等請負契約は，市職員と

シルバー会員の役割分担が明確なため，契約外の指示ができない形態である。

今後，市民のニーズに寄り添う観点から，派遣契約等の導入が可能かを検討さ

れたい。 

 ② 埋蔵文化財包蔵地（遺跡）地図の公表について 

市有と民有の土地には，多くの弥生時代の遺跡がある。市の場合，東仙遊町

住宅跡地及び五条団地跡地等である。しかし，市民は，このような遺跡が埋蔵

されている地域を示す遺跡地図を，ホームページ等で安易に見ることができな

い。今後，文化財保護法第９５条（埋蔵文化財包蔵地の周知）の規定に基づき，

ホームページ等で公表することが，文化都市善通寺の発展に寄与すると考えら

れるので検討されたい。 

 



【検討結果】 

 ① 令和３年度から派遣での契約を検討している。 

 ② 市内には周知の埋蔵文化財包蔵地とされる遺跡が約 550 件あり、文化財保護

法第 95 条に基づき周知を行っている。具体的には平成 10 年 文化庁次長通知

において「周知の埋蔵文化財は、都道府県及び市町村において、遺跡地図、遺

跡台帳等の資料に登載し、それぞれの地方公共団体の担当部局等に常備し閲覧

可能にする等による周知の徹底を図ること」とされており、これに基づき生涯

学習課に遺跡地図と台帳を備え、常時照会、閲覧に供している。 

   ホームページ等で公開するにあたっては、誤った個人判断などで埋蔵文化財

の滅失などが発生しないよう、然るべき公開・運用方法を検討した上で、現在

行っている香川県教育委員会の所有する情報との突合作業が完了した段階で行

っていきたい。 

 

 

【市民会館指摘事項】 

図書館移転後の空きスペースの利活用について 

図書館は，令和３年１０月に休館し，令和４年１月から新庁舎２階で開館する

予定である。そこで，この図書館跡スペースを利活用する事案が生じてくる。利

用形態によれば，予算が伴う場合があるので方針を検討されたい。 

 

 

【検討結果】 

市民会館は，昭和５３年建築の建物で老朽化や耐震問題があること，雨量の多

いときに集中して３階図書館に雨漏りが発生していることから，建替え等の検討

がなされているところである。 

  図書館跡スペースの利活用については，そういった状況も含めて検討する必要

があるが，現在，市民会館における机，椅子，パネル等の備品保管場所は，倉庫，

機械室，別棟等へ分散されており，業務に支障を来すことがあることから，図書

館跡スペースを，現状のまま備品庫等として，活用したいと考えている。 

  また，庁舎移転に関連して市民会館内に事務所設置の要望などもあることから，

その辺りも含めて検討を進めたい。 

 


